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 希土類化合物 Sm2MgSi2は空間群 P4/mbmに属する正方晶 Mo2FeB2型の結晶構造をもつ

希土類金属間化合物である[1]。Mgを用いた自己フラックス法によって単相試料の作成に
成功した。得られた試料は走査型電子顕微鏡観察から 200µm 程度の大きさの単結晶の集
まりであることが分かった。これまでに Sm2MgSi2の物性に関する報告はなく、今回が初

めてとなる。 
	
 帯磁率の温度変化から TN=29Kの反強磁性体であることが明らかとなり、比熱・電気抵
抗率においても TN で反強磁性秩序に伴う異常を観測した。この磁気相転移温度は

Gd2MgSi2の TN=28K に匹敵する高さとなる[2]。常磁性領域から見積もった有効ボーア磁
子 µeff, ワイス温度 θPはそれぞれ µeff = 0.85µB, θP = -86Kであり、化合物中で Smのイオン
価数はSm3+として存在していると考えられる。また χ = C/(T-θP)+χ0として求めたVan Vleck
項の値は Sm 1molあたり χ0=6.3×10-4(emu/mol)となった。Van Vleck項は χ0=20NAµB

2/7kBΔE 
として計算することができ[3]、J=5/2と J=7/2のエネルギー差は 1700K程度と見積もるこ
とができた。磁気比熱は格子比熱として Lu2MgSi2の比熱を差し引くことによって求めた。

磁気比熱から見積もった磁気エントロピーは TN で Rln2 に達することから基底状態は
Kramers二重項と考えられる。電気抵抗率は金属的に振る舞うものの TN以下で上昇に転じ

ており、他の R2MgSi2 (R = Tb-Yb)と共通した反強磁性秩序に伴う superzone gapの形成を
示唆している[4]。 
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